
（説明）

― ― ― ―

45 ― ― ― ―

②

実績（見込）

①

リサイクルプラザが実施す
る教室、講座、イベント開催
回数

回

48 48 48 48 48

（説明）
教室、講座、イベントの実施によ
り、ごみの減量やリサイクルなどに
ついての啓発を行う。

前期基本計画目標
H32年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画
指標名
（説明）

単
位

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

実績（見込） 実績（見込） 実績（見込） 実績（見込）

66,422 ― ― ― ―

会員登録された市民から不要な衣類や雑貨等を出品してもらい、販売して精算した。
家庭で不要となった家具を引き取り、補修して毎月抽選により展示販売を実施した。

自然・環境に
恵まれたまち

住宅用太陽光発電システム設置費補助事業を実施した。
雨水貯留槽設置費補助金を交付した。

総コスト
（事業費＋人件費）

単位：千円
（決算）

H28年度（見込） H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

年度

２．実施結果

H28年度の
施策の実施内容

住宅用太陽光発電システム設置費補助事業を実施した。
リサイクルプラザ企画運営協議会と市の協働により、5R（リデュース、リユース、リサイクル、リフューズ、リペ
ア）やごみの減量等に関する各種講座を開催した。
会員登録された市民から不要な衣類や雑貨等を出品してもらい、販売して精算した。
市内の家庭で不要となった家具を引き取り、補修して毎月抽選により展示販売を実施した。
市本庁舎の一般駐車場内に設置した電気自動車充電器施設の利用を無料提供した。
アイドリングストップ啓発用のぼり旗の設置及びエコライフＤＡＹチェックシートの配布回収を実施した。
公共施設の事業活動に伴い発生する温室効果ガスを集計し、国・県へ報告、広報・ＨＰ等で公表した。
雨水貯留槽設置費補助金を交付した。

H28年度の
基本概念（コンセ
プト）の実施内容

安全・安心な
まち

アイドリングストップ啓発用のぼり旗の設置及びエコライフＤＡＹチェックシートの配布回
収を実施した。

子育てが
しやすいまち

リサイクルプラザ企画運営協議会と市の協働により、5Rやごみの減量等に関する各種
講座を開催した。

つながりのある
元気なまち

第5次朝霞市一般廃棄物処理基本計画 H 26 年度　～ H 35

33 年度

第3次朝霞市地球温暖化対策実行計画 H 27 年度　～ H 31 年度

施策概要
再生可能エネルギー普及推進　リサイクルプラザ管理事業　リサイクルプラザ運営　リサイクルショップ運営
リサイクル家具類販売　地球温暖化対策推進

個別計画
関連計画

計画名称

第2次朝霞市環境基本計画

計画期間

H 24 年度　～ H

0300300

関連部課名 市民環境部（資源リサイクル課）

１．施策概要

めざす
目的成果

循環型社会を推進するため、環境に配慮した取組みが行われている。

施策評価シート（対象：H28年度実施施策）

施策名 循環型社会の推進 総合計画コード 412

部名 市民環境部 主管課名 環境推進課 主管課部課コード

H29年度評価



　D ニーズ及び解決すべき課題は減少する方向にある

　E ニーズ及び解決すべき課題は大きく減少する方向にある

1

2

3

4

5

　6事業以上の事務事業の位置付けがあるため、別紙に記載

審議会等の
第三者機関
の評価（意

見）

【環境審議会】
リサイクルプラザ企画運営協議会の活動について、環境施策実施年次報告書「朝霞の環境」に掲載している
が、もっと検索しやすくする工夫が必要。

部長の意見

循環型社会を推進していくためには、市民、事業者、行政が一体となって取り組み、意識の醸成を図ることが重
要である。行政は、率先して行動することにより、その先導的な役割を果たす必要がある。
また、リサイクル情報の拠点であるリサイクルプラザについて、より効果的な運営を心がけていく。

計　（単位：千円） 0 0 ― ― ―

H30に向けた
投入資源の方向性H27決算 H28決算見込

行政と市民の
役割分担

　Ⅰ 行政の関与（役割）を拡大 　Ⅱ 行政・市民の関与（役割）バランスを維持 　Ⅲ 市民の関与（役割）を拡大

（説明）
市民・事業者・行政がそれぞれの役割の中で、積極的に循環型社会の推進に取り組んでいく。引き続き現在の
バランスを維持しながら5R運動やごみの減量化等の啓発活動を実施していく。

施策を
構成する

事務事業の
次年度の
方向性

事務事業名
総コスト（事業費＋人件費） 有効性

貢献度
優先性
緊急性

４．今後の展開方針〔部としての判断〕

施策の方向性

 〔複数選択可〕 重点化 内容の見直し

（説明）
循環型社会を推進するための啓発活動や情報発信を継続し、市民が行うエコ対策等に対する支援を継続す
る。

必要性

（ニーズは
今後どう変化

するか）

　A ニーズ及び解決すべき課題は大きく増加する方向にある

　B ニーズ及び解決すべき課題は増加する方向にある

　C ニーズ及び解決すべき課題は現状と変わらない

（説明）
循環型社会を推進するため、リサイクルに関する教室、講座、イベントなど環境に配慮した事業実施のニーズが
高まるものと考えられる。

施策を
進める上での
問題点・課題

（説明）
リサイクルプラザの老朽化にともない、空調設備機器等の定期的な検査や修繕が必要である。
リサイクルプラザ企画運営協議会と市の協働による、5Rやごみの減量等に関する各種講座の開催について
は、教育委員会と連携するなど実施方法を検討していく。
電気自動車充電器の無料利用については、他市の状況や効果を注視しつつ検討を行っていく。

３．施策の分析

達成度

（目標の
達成状況は

どうか）

　A 目標・計画を大幅に上回る成果があがっている（5点）  D 目標・計画を下回り、十分な成果があがらなかった（2点）

　B 目標・計画を十分に上回る成果があがっている（4点）  E 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果があがらなかった（1点）

　C 目標・計画どおりに成果があがっている（3点）

（説明）
リサイクルプラザが実施する教室、講座、イベントの開催回数は、目標を若干下回る見込みであるが、ごみの減
量やリサイクルなどについての啓発は概ね実施できた。
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計　（単位：千円） 78,414 66,422 ― ― ―

リサイクルプラザ施設改修事業 ― 8,983 3 3 H28で休止・廃止・終了

リサイクル家具類販売事業 7,642 7,504 4 3 現状のまま

リサイクルショップ運営事業 9,150 9,377 4 4 現状のまま

リサイクルプラザ運営事業 11,435 11,557 4 4 現状のまま

リサイクルプラザ管理事業 17,770 16,673 4 4 現状のまま

地球温暖化対策推進事業 ― ― 4 4 現状のまま

H30に向けた
投入資源の方向性H27決算 H28決算見込

再生可能エネルギー普及推進事業 32,417 12,328 4 4 現状のまま

0300300

関連部課名 市民環境部（資源リサイクル課）

施策を
構成する

事務事業の
次年度の
方向性

事務事業名
総コスト（事業費＋人件費） 有効性

貢献度
優先性
緊急性

施策評価シート　【別紙】 施策を構成する事務事業の次年度の方向性

施策名 循環型社会の推進 総合計画コード 412

部名 市民環境部 主管課名 環境推進課 主管課部課コード


